
意匠の登録制度の概要 

 

意匠の登録制度の歩み
 

 特許庁では、工業製品の意匠を登録することによって保護を行っ

ています。  

 明治 21 年（1888 年）の意匠条例が意匠の登録制度の始まりとな

ります。その後、明治 32 年の改正で意匠法となり、明治 42 年、大

正 10 年、昭和 34 年の改正を経て、平成１０年の改正により物品の

部分の意匠を保護する「 部分意匠制度 」の導入等が行われまし

た。また、平成１９年４月１日より現行の意匠法が施行され、物品の

部分の意匠には、画面デザインのうち物品の本来的な機能を発揮

できる状態にする際に必要となる操作に使用される画像も保護の

対象となりました。  
 

意匠とは
 

 意匠とは、物品あるいは物品の部分における形状・模様・色彩に

関するデザインをいいます。なお、物品の部分における形状・模

様・色彩には、物品の操作の用に供される画面デザインも含まれ

ます。 
 

意匠の登録制度 
 

 意匠の保護のために、特許庁で意匠を登録します。そのために

は、所定の様式に基づいた書類を特許庁に提出（「出願」）し、必要

な要件を満たしているか審査を受ける必要があります。 
 

意匠の登録例 
 

意匠登録第 1030191 号 意匠登録第 986535 号 

 
 

  

http://www.jpo.go.jp/tetuzuki/t_ishou/bubun_isyou/bubun_isyou_list.htm


意匠登録の対象 
 

  
次に掲げる要件を満たしている意匠が登録の対象となりま

す。 

   視覚を通じて美感を起こさせる意匠 

  
 例えば、粉状物及び粒状物の一単位のように肉眼で形

態が判断しにくいものは対象になりません。 

   工業上利用できる意匠（工業上の利用性） 

  
 工業的（機械的、手工業的）生産過程を経て反復生産さ

れ、量産される物品のデザインである必要があります。 

  
[以下のものは工業上利用できないので登録の対象には

なりません] 

  

イ． 自然物等を意匠の主体に使用したもので量産できな

いもの（自然石をそのまま置物としたもの、打ち上げ

花火のせん光等） 

  ロ． ビルなどの不動産 

  ハ． 絵や彫刻といった純粋美術の分野に属する著作物 
 

  

    

意匠審査
 

  

  
特許庁の審査官は意匠登録出願について、下記の要件を審

査します。 

   今までにない新しい意匠であるか（新規性） 

  
 出願前にそれと同一又は類似の意匠が存在しないこ

と、すなわち、新規性を備えている必要があります。 

  
[出願意匠 B は公知意匠 A があることから新規性なしと

判断されます。] 

  

 

（公知意匠 A） （出願意匠 B）
 

  



  
容易に創作をすることができたものでないか（創作非容

易性） 

  
 新規な意匠であっても、創作性が低いと判断される意

匠は、意匠登録を受けることができません。 

  

 

（単なる星形の石鹸） 

   先に出願された意匠の一部と同一又は類似でないか 

  

 先に出願され、登録になった意匠の一部と同一又は

類似する意匠は新しい意匠を創作したものとはならな

いため、意匠登録を受けることができません。ただし、

先に出願された意匠の一部を構成する部分や部品の

意匠であっても、同じ人の出願であれば、先に出願され

た意匠の公報が発行されるまでは意匠登録を受けるこ

とができます（この場合、後の出願は平成１９年４月１日

以降のものに限られます）。 

   
意匠登録を受けることができない意匠ではないか（不

登録事由） 

  
 以下に挙げるものは、公益的な見地から意匠登録を

受けることができません。 

  

 一、 公序良俗を害するおそれがある意匠 

 二、 他人の業務に係る物品と混同を生ずるおそれが

ある意匠 

 三、 物品の機能を確保するために不可欠な形状の

みからなる意匠  

   
一つの出願に複数の意匠が表されていないか（一意匠

一出願） 

  

 意匠登録出願は、一意匠ごとにしなければなりませ

ん。 

 なお、複数の物品であっても、一定の要件を満たして

いるものは「組物の意匠」として認められる場合があり

ます。  



   他人よりも早く出願したか（先願） 

  

 同一又は類似の意匠について二以上の出願があっ

た場合、最先の意匠登録出願人の出願（同日のものは

いずれか一方）のみが登録となります。 

同じ人によって同じ日に出願された場合は、一つを本

意匠とし、これと類似する意匠を関連意匠とすることで

登録を受けることができます（「関連意匠制度」）。また、

同じ人によって、先の出願の公報が発行されるまでに

後の出願がされた場合には、先の出願を本意匠とし、

これと類似する意匠を関連意匠とすることで登録を受

けることができます（この場合、後の出願は平成１９年４

月１日以降のものに限られます）。  

  

リンク先： 意匠権をとるための手続 

意匠法（法令データ提供システム/総務省行政管理局

へ） 

意匠審査基準 
 

    

意匠登録の効果 
 

  

 

登録査定がされた意匠登録出願については、出願人が登録料

を納めれば、意匠権の設定の登録がされ、意匠公報が発行され

ることになります。 

 この意匠権を得た人は、登録された意匠と同一及びこれに類

似する意匠にまで効力を有し、登録意匠の実施をする権利を専

有することができます。 

 なお、意匠権の存続期間は設定の登録の日から最長２０年を

もって終了します。（平成１９年３月３１日以前の意匠登録出願に

ついては、設定の登録の日から最長１５年をもって意匠権の存

続期間を終了します。）  

 意匠登録第 970795 号 

  

http://www.jpo.go.jp/tetuzuki/t_gaiyou/ishou.htm
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi
http://www.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/isyou_kijun.htm


 

 

（事例） 

 意匠登録第 970795 号の意匠権によって海外からの模倣品の

流通を差し止めることができました。  
  

    

意匠登録出願の仕方 
 

  

 意匠登録を受けようとする場合、決められた内容を記載した願

書に意匠登録を受けようとする意匠を記載した図面（代用の写

真、ひな形、見本）を添付して出願する必要があります。 

 なお、出願意匠の創作の特徴について、あらかじめ主張したい

場合は、願書とは別に、特徴記載書に記載することができます。  

  

リンク先： 「意匠登録願」の様式は？ 

「意匠願書」の作成要領 

「意匠図面」の作成要領 
 

  

    

料金 
 

  

意匠登録出願 １６，０００円

登録料 

 

（第１年から第３年まで） 

（第４年から第１０年まで） 

（第１１年から第２０年まで）

毎年 ８，５００円

毎年１６，９００円

毎年３３，８００円
 

  

リンク先： 料金一覧 
 

  

                        （特許庁より抜粋） 

http://www.jpo.go.jp/toiawase/faq/yokuar17.htm
http://www.jpo.go.jp/toiawase/faq/yokuar18.htm
http://www.jpo.go.jp/toiawase/faq/yokuar19.htm
http://www.jpo.go.jp/tetuzuki/ryoukin/hyou.htm

